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1 事業概要・主な成果 

1.1 事業概要 

地域で活躍し、地域情報に詳しい地域おこし協力隊（現役 OBOG）を中心軸に、都市部と地域を繋ぎ

交流を生み出す手法を検証し、将来的に自立や自走できるよう事業設計を行う。また、関係人口

創出を生み出す地域の魅力発掘と、地域へ関心を持つ人々とのマッチングを円滑に行える仕組み

として WEBアプリの開発も本事業で検証していく。 

はじめに、都市部側（関東圏）と地域側の 2つに分ける。都市部側では、地域への関心層の掘り起

こしを行い、一方、地域側では、熊本県内を４エリア（県北、県南、県央、天草）に分割し、都

市部側にとって魅力あるコンテンツ造成を行う。その後、本事業のポイントなる「交流」のとこ

ろでは、関係人口創出モデルとして、３ステップの工程が発生することを検証したい。交流に

は、「交流前」、「交流中」、「交流後」の 3つのステップが存在し、双方のニーズ（欲求）が

満たされることで、マッチングが成立する。双方のニーズ（欲求）を把握するため、地域側で求

めているものと、都市部側が求めているものを、ワークショップを活用して集約し可視化する。

その後、ワークショップで集約した内容を、WEBアプリへと反映させる。WEBアプリ活用すること

で、情報検索を円滑に行え、簡易になるよう利便性を追求し、持続可能な仕組みとして利用者

（ファン）を増やし、関係人口創出を行っていく事業へ発展していく。 

 



 

1.2 主な成果 

オンラインイベントによる都市と地域を繋ぐ 

・Zoom,facebook,Instagram,Clubhouseを活用することで地域に関心を持つ都市部住民の方へア

プローチができた。 

・地域側では、地域コーディネーターによる地域視点での地域の魅力を発掘及び発信ができた。 

・オンラインイベントで実際に参加者と対話することで、掘り下げたニーズ（参加者がどういう 

   内容に特に興味を持っているか/移住・ワーケーション・６次産業化）が把握できた。 

 

リアルツアーで地域を知ってもらう 

・オンラインだけではなく、事前情報をもとに実際に現地で地域を知ってもらう機会の提供がで

きると、オンラインより参加者の満足度は高かった。 

・ツアー企画内容は、次年度も使えるコンテンツとなり旅行業社との協業を可能とするものとな

った。ツアー企画・開発の販売も自立化に向けた収益になることがわかった。 

 

地域コーディネーターの育成 

・都市部から移住しその後定住し実際生活している地域コーディネーターの発言には説得力があ

るとわかった。 

・地域コーディネーターの人脈・ネットワークにより、地域と関わりたい方を適切へ地域・場所

へ繋ぐことが可能になるとわかった。 

・地域コーディネーターは，担い手づくりの担い手（地域おこし協力隊）であり、関係人口のエ

キスパートでありメンターである。関係人口創出には教育的視点が必要であり，大学等におけ

る地域づくり教育の知見が役立つ（今後大学との連携検討）。また、関係人口には地域課題解

決を進めるジェネリックスキルが求められることもわかった。 

 *ジェネリックスキル（汎用的技能）＝社会人基礎力（経産省）、主体性、課題発見力、発信力

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2 モデル事業実施地域の概要と課題 

2.1 事業実施地域の概要・課題 

今回、実施地域として掲げた４地域は著しい人口減少や高齢化問題などを抱える一方、課題解決に対し

東奔西走している地域おこし協力隊員（現役 OBOG）が在籍することから選出した。また、昨今のコロナ禍

で都市部から地域への移住等(多拠点生活の考え方も含む)関心希望者は増加傾向であるが、地域との関わ

り方を持ち合わせる人は少ない。そこで、本事業で、都市と地域を地域おこし協力隊が繋ぐ仕組みを検証

していくこととなった。将来的には、４地域から熊本県全域へ広げていき、持続可能な関係づくりも目指

していくため、都市部での生活や仕事を通じた経験やノウハウを持って、地域へ移住し活動している地域

おこし協力隊（現役,OBOG）を地域コーディネーターとして、まだ発見されていない地域魅力的なコンテン

ツの掘り起こしを行い、WEB アプリ上でマッチングできる仕組みの構築も行っていく。 

 

下記、対象地域概要記載。 

・県北エリア（山鹿市） 

 人口約 51,000 人。１７世紀から始まった灯籠祭り、歴史的建造物の八千代座や温泉場として知られる。

本事業にて、近年力を入れているワインや、明治 29 年創業の菊池川流域日本遺産に位置する酒蔵（千代の

園）も有名であり歴史や地域事業者の課題解決を行うジョブケーションの視点で都市と地域を繋ぐコンテ

ンツを検討していく。 

 

・県央エリア（甲佐町） 

 人口約 10,000 人。熊本県内の中央部内陸地域に位置しほぼ中心。町の中央を一級河川である緑川が流れ、

毎年 6月～10月はアユの友釣りで賑わい、キャンプも人気な地域となっている。過去に熊本市内の南熊本

駅と現在の美里町内の砥用駅を結ぶ熊延鉄道が通っており、現在では熊延鉄道遺構八角トンネルとして人

気のフットパスコースとなっている。 

 

・県南エリア（芦北町) 

 人口約 16,000 人。柑橘類の高級種デコポン、A5 ランクが多数のあしきた牛や田浦銀太刀魚が知られて

いる。本事業で、農業と水産のハイブリット（複合型）化に着目し、関係人口創出コンテンツを作る。ま

た、昨年九州豪雨災害により被害を受けた被災地となるため、ボランティアに関心がある方々向けの関係

人口創出コンテンツも検討する（被災地の状況は、非常に過酷なため受け入れ状況を十分に加味して判断）。 

 

・天草エリア（天草市、上天草市） 

 人口約 99,000人。南蛮文化や有数の漁場として知られている。景観やマリンアクティビティ、グルメタ

ウンとして知名度が高く代表的な観光地。本事業で、開放的な地形や温暖な気候に特化し、新たな働き方

が求められているワーケーションに興味がある方々向けの関係人口創出コンテンツを作る 

 

 

 



 

2.2 関係人口創出・拡大に関わる取組みのビジョン・テーマ設定 

＜ビジョン＞ 

5 年後の 2026年には、熊本県内での地域おこし協力隊員（現役 OBOG）だけでなく、他道府県の地域おこし

協力隊員や地域コーディネーター（キーパーソン）が育ち、自立して都市部と地域を繋ぐ活動を行い、東

京一極集中を抜け出している状況を目指したい。具体的には当方が開発する WEB アプリを汎用化し、全国

展開を目標とする。 

 

＜テーマ＞ 

地域（熊本県内）と都市部（関東圏）とのマッチング手法の検証 

※４地域を対象に、交流前、交流中、交流後に分けることで、どのような地域で、どのような地域コーディ

ネーターによって、関係人口創出が変化するのかを検証していく。 

 

＜事業モデル＞ 

熊本県内４地域に分けて、各地域に 1 名地域コーディネーターを配置し、「交流前」、「交流中」、「交流後」

の３つのステップで関係人口創出のモデル事業の取り組みを行う。「交流前」では、都市部側と地域側で、

それぞれオンライン説明会や地域コンテンツ造成のワークショプを開催し、地域訪問前に必要なスキルを

事前にワークショップを通じて学ぶ。「交流中」では、地域コーディネーターが実際に地域への訪問者を受

け入れ、地域の魅力を紹介する。「交流後」では、継続的な交流ができるよう WEBアプリの開発を行い、利

用者（ファン）を増やしていく。 

 

また、事業継続できるよう WEBアプリを構築するが、交流しやすいコンテンツの検証も行っていく。WEBア

プリには、地域おこし協力隊コーディネーターのプロフィール情報や、地域情報として「食」「農産物」「宿

泊（温泉）」「キャンプ場」、「コワーキングスペース」、「アクティビティー」の 6 つに特化した魅力あるコ

ンテンツを掲載。その際、地域の情報収集に精通した地域おこし協力隊に協力を得て、コンテツの充実を

図る。将来的に、全国に横展開しやすい仕組みにする。現時点、全国での地域おこし協力隊現役、OBOG 含

む約 8000人規模（全市町村約 4.5 名/１市町村）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3 モデル事業の取組内容 

3.1 取組みの全体像 ・スキーム 

事業継続できるようスキームの構築を行った。 

 

3.2 期待される効果・KPI 

＜本事業による期待される 3つの効果＞ 

（１）地域おこし協力隊の出口戦略に貢献（所得向上、雇用創出）：ツアー４開催・イベント 6回開催 

 ・地域コーディネーターとして、地域と都市部を繋ぐ役割として活動している。 

 ・地域資源の発掘と、その価値を都市部へ広めている。 

 

（２）熊本県内だけでなく、全国の地域と繋がる仕組みの構築：WEBアプリ開発 

 ・本事業では、熊本に特化した WEBアプリ構築のモデルだが、中長期では全国へも横展開できる。 

 ・全国に地域おこし協力隊約 5000人規模のため、相互連携を行うことで拡大が可能である。 

 

（３）地域の魅力あるコンテンツ造成により、After コロナ対策として、飲食・観光産業（国内旅行、 

インバウンド）にも貢献：100コンテンツ作成 

 ・コロナ禍ではあるが、Afterコロナ対策として都市部から流入のための地域コンテンツ発掘を 

行うことが可能である。 

 ・WEBマッチング機能を活用することで、事業者もイベントで収益化を可能とする。 



 

4 事業実施に係る運営体制 

4.1 事業実施体制 

＊今年度では、リアルな交流をメインとした体制で取り組みを行い、次年度は WEB アプリを用いた WEB 上

での交流を行い収益化していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4.2 事業実施団体及び関係機関の役割 

＊今年度では、下記の通り関係団体・機関で取り組みを実施しているが、次年度は、他地域での関係

団体・事業者など増やしていく予定。 

各主体（提案団体及び取組に関わる関係者（産学官民等））の役割 

NO 名称 役割 

1 U-Bito JAPAN株式会社 
委託事業の管理、募集・広報の戦略策定・とりまとめ、関係人口を募る仕組
の企画立案等。 

 2 熊本県、他関係市町村 
熊本県内の関係人口や地域に係るデータ・情報の収集・分析、地域づくり活
動やまちづくり会議等の参加機会の提供等。 

3 各地域団体 
各地域での地域づくり団体・事業者など、都市部住民の受け入れや交流を行
う。また、地域情報コンテンツの記事作成を実施。 

4 地域コーディネーター 
熊本県内地域おこし協力隊現役 OBOG、イベントやツアーにおける地域と都市
部を繋ぐ役割。地域資源活用したコンテンツ開発及び、地域の魅力的な施設・
農産物など取材。 

5 
くまもと地域おこし協

力隊ネットワーク 
関係人口が参加する地域づくり活動やまちづくり会議等を行う団体で、人脈・
ネットワークを活かし熊本県内を横断的に繋がりを作る。 

6 

菊池市「域学連携」地

域づくり実行委員会担

当 

関係者アンケート調査分析、熊本県内の関係人口や地域に係るデータ・情報
の収集・分析、地域づくり活動やまちづくり会議等の参加機会の提供等 
佐藤忠文氏：九州産業大学地域協創学部 

7 システム開発会社 
移住希望者と、地域コミュニティーとの受け皿（地域づくり団体、まちづく
り団体など）とのマッチングを行う WEBサイト構築開発。 

 

 

 

 



 

5 事業実施内容 

5.1 実施スケジュール     

＊今年度では、下記の通りスケジュールで実施した。しかしながら、コロナ禍において、施設・飲食店の取

材や現地ツアーの開催など困難となったため、取材数の減少や、急遽オンライン対応などとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5.2 事業の広報・アプローチ 

本年度、オンラインイベントでの広告宣伝とツアー告知について下記図表をご確認ください。 

（１） 本年度、オンラインイベントについて、Google、Facebook、Instagram、Twitterなどを活用した

広告宣伝を実施。年代：18 歳〜65歳、対象：東京、名古屋、大阪、福岡、熊本県県央・天草エリアと、

県南・県北エリアでそれぞれ１ヶ月間の広告宣伝を行った結果、Facebook、Instagramの広告クリック

数が約 500 回と高く、また、Facebook と Instafram からのイベント申し込みも約 70%と効果が高かっ

た。ただ、集客に課題もあったため、追加で音声アプリ「Clubhuse」を活用し、地域の魅力発信も行い

集客の工夫も実施。ここでは、コロナ禍で熊本を訪問できない、昔住んでいた、縁ゆかりがあるとい

った熊本に興味がある方の参加者が約 90%だった。 

 

（２） 本年度、交流中のツアー告知を（１）の効果を踏まえて、Facebook、Instagram、Peatixに絞った

広告費を投下。年代：18歳〜65 歳、対象：九州全県（コロナ禍で現地ツアーを九州エリアに限定）＊

県北エリアについては、大学が指定されたので予算を他エリアに充当。県央エリアの子育て向けサバ

イバルツアーのクリック数 2125 と高かったが、学校からの域外への外出自粛があったため参加申し

込みまで繋がらなかった。天草エリア、県央エリアは、旅行会社 WEB広告だったが、県南エリアでは、

地域特産物をオンラインイベント 前に送付するという工夫を行うことで天草・県央の平均インプレ

ッション（表示回数）4 万と比較した場合、約 3 倍のインプレッション（表示回数）となり、追加で

Peatix 告知もしたことで、オンラインツアーも６名参加となった。 

 

 

 



 

5.3 活動内容①、② 

・熊本県内４エリア（県北、県南、県央、天草）に各 1名地域コーディネーターを選出（各エリア 

の拠点づくりを実施）。 

・「交流前」の取り組みとして、活動内容①地域側のニーズ把握や、魅力あるコンテンツの掘り起こしを

行うためにワークショップを開催（各エリア１回×４開催）。 その後、活動内容②の「交流中」へ繋

げるため、都市部住民に対し地域にきてもらう仕掛けづくりをオンラインイベントにて開催（各エリア

３開催×４エリア）。＊コロナ禍のため、都市部での開催ではなく、オンライン対応となったが

「Clubhouse」クラブハウスアプリ集客の工夫を行った。 

 

5.4 活動内容③、④ 

・活動内容③各エリアの地域コーディネーター選出後、地域コーディネーターとはどういった役割なの

か、を研修会通じて学ぶ（年２回開催）、佐藤忠文氏（九州産業大学地域共生学部）の研修会、地域コ

ーディネーター向け研修として、元地域おこし協力隊 OBで現在も地域づくり研究をされている視点か

ら講演頂き、関係人口について一緒に考えた。 

・活動内容④「交流前」から地域交流を行うためツアー実施（各エリア１開催×４開催＋県北歴史ツアー

１開催） 



 

 

5.5 活動内容⑤、⑥ 

・活動内容⑤・・・天草エリア： 「交流前」から地域交流を行うためツアー実施（各エリア１開催×４

開催＋県北歴史ツアー１開催） 

・地域内容⑥・・・県央エリア：： 「交流前」から地域交流を行うためツアー実施（各エリア１開催×

４開催＋県北歴史ツアー１開催） 

 

 



 

5.6 活動内容⑦、⑧ 

・活動内容⑦・・・県南エリア： 「交流前」から地域交流を行うためツアー実施（各エリア１開催×４

開催＋県北歴史ツアー１開催） 

・地域内容⑧・・・県北エリア： 「交流前」から地域交流を行うためツアー実施（各エリア１開催×４

開催＋県北歴史ツアー１開催） 

 

5.7 活動内容⑨ 

・活動内容⑨・・・・・WEB アプリ開発（対面式の交流だけでなく、継続した繋がりを維持していくため

活用していく） 

 

 



 

6 モデル事業としての成果検証 

6.1 事業成果（目標達成状況） 

・下記の通り、事業成果を記載しました。今年度、現地での都市と地域との交流を予定していたが、コロ

ナ禍において急遽オンライン対応への変更や活動自粛や変更を余儀なくされたが、実施できることを関係

者と随時協議しながら事業を進めていった。 

事業の目標・達成状況 

 
目標 

（定量目標の場合は目標数値も記載） 

達成状況 

（コロナ禍でオンライ

ン対応も含む） 

1 
地域側ワークショップの実施：４開催、延参加人数＠１５名×４

開催 
５開催６０名 

2 
都市側オンラインイベント開催：６開催、延参加人数＠１０名×

６開催 
６開催６６名 

3 各エリアツアーの開催：４開催、延参加人数＠１０名×４開催 ５開催４４名 

4 地域コーディネーター研修：２回、＠１０名×２開催 
２開催７名（オンライ

ン対応） 

5 WEB アプリ構築、１００コンテンツ 

８０コンテンツ（店舗

休業中のため取材数

減） 

 

6.2 事業成果（関係人口の地域とのかかわり方） 

（１） 地域との関わり方として、各地域コーディネーターの人脈・ネットワークを活用して、地域団体 

や事業者との協業・連携ができた。また、地域コーディネーターの持ち備えたコミュニケーション

能力で、地域団体や地域事業の紹介をしてもらう巻き込む流れも構築できた。さらに、近隣市町村

とも連携することで、次に繋がる関係や事業の広がりも構築できた。 

（２） オンラインを活用することで、非接触でも都市部住民との関わりを持つことができ、継続してい

く仕組みを今後も WEB アプリでおこなっていくこともできた。オンラインイベントでは、音声アプ

リの「Clubhouse」を活用することで述べ 30 名参加して頂き、くまもとの良さをアピールしながら

ツアー告知できた。また、地域特産品の紹介する場面では商品開発を一緒に参加者と考えるいい機

会となった。 

（３） 本事業の天草エリアのワーケーションツアーでは、宿泊（旅館）所だけでなく地域の飲食店への

貢献として「泊食分離」を実践し、宿泊と食事の分離、食事は近所の飲食店の利用を推進すること

で、地域との関わりを増やすことができた。 

 

 

 



 

6.3 事業成果（その他） 

（１） 地域コーディネーターは，担い手づくりの担い手（地域おこし協力隊）、関係人口のエキスパー

トでありメンターである。関係人口創出には教育的視点が必要であり，大学等における地域づくり

教育の知見が役立つ（今後大学との連携検討）。また、関係人口には地域課題解決を進めるジェネリ

ックスキルが求められる。・参考：「関係人口」とは「特定の地域に継続的に関心を持ち，関わるよ

そ者※田中輝美（2021）氏による定義ということで、地域おこし協力隊が役割を担うことの共通認

識がもてた。*ジェネリックスキル（汎用的技能）＝社会人基礎力（経産省）、主体性、課題発見力、

発信力など 

（２） WEB アプリ作成時において、地域のコンテンツを取材する際に、地域の団体や事業者とのコンタク

トが発生し、「くまリンク」の説明や今後の連携もお話しすることで地域との関係や協業体制も構

築することができた。 

 

6.4 本年度の課題と対応 

（１） 地域コーディネーターの育成 

・本年度、熊本県内４エリア（県北、県央、県南、天草）で実施したが、今後、県内市町村を増やし

ていくためには、地域コーディネーターの育成が急務となる。対策として、今年度は 2 回の研修会

を実施した。その中で、地域コーディネーターの役割や、求められるスキルについてなどを学ぶ機

会の提供を行い、互いに学び深めた。今後も継続して実施していき、地域コーディネーターに興味

がある熊本県内の地域おこし協力隊現役・OBOGの発掘もおこなっていきたい。 

（２） 都市と地域との継続交流 

・今事業で繋がりを作りツアーやイベントを企画したが、次年度も継続して交流できることが必要

となっているため、WEB アプリを構築することで継続して実施していく。また、地域コーディネータ

ーが都市部住民と交流できるように連絡先を交換する場面もあったため、引き続き交流を継続して

もらうよう案内している。さらには、地域コーディネーターが推奨する地域の特産品の販売も WEBア

プリを通じておこなっていきたい。 

（３） 対象エリアの拡大 

・今年度、４エリアを県北・県央・県南・天草に分けて事業を進めた。その後、対象エリア市町村の

協力を得るため訪問したが、市町村によって温度差があったため協力してくれる市町村に、地域コ

ーディネーターが在籍しているかがポイントとなった。拡大していくには、市町村の協力及び地域

コーディネーターの在籍が必要なため、対象市町村へは早めに交渉を進めて理解を得ていきたい。 

6.5 今後の事業のあり方 

・今後、「関係人口」創出・拡大に取り組むにあたって、都市と地域を繋ぐ機会をいかにして作っていく

かが課題である。今年度事業では、それらの機会が、ワークショップ、現地ツアー、オンラインイベン

トなどとなった。しかしながら、それらを実施することにおいて、収益化する必要があるため、そこに

価値が生まれるコンテンツ作成が重要であるとわかった。今回、実証実験として、県南エリアの地域コ

ーディネーターが、オンラインイベントでおすすめする地域の特産品をストーリーで語ることを付加価

値としたり、不特定多数に地域を知ってもらうため、地域の魅力的な施設や飲食店を紹介することで、

その地域へ行ってみたいと思えたりする仕掛けを作った。今後は、WEB アプリで都市と地域をマッチン

グする仕組みを構築したため、地域コーディネーターが地域を紹介するだけでなく、地域コーディネー

ターがオススメする他地域の特産品の購入もできるよう企画・運営していきたい。 



 

 

 

7 自立化・自走化の検討 

 

 

 

8 他地域への横展開の可能性の検討  
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